
3億1,883万2千円
（8.3％）村税

地方交付税

譲与税及び
各種交付金
国庫支出金
県支出金
寄附金
繰入金

地方債

その他 3億508万3千円
（8.0％）

20億1,426万6千円
（52.7％）

1億691万3千円
（2.8％）

1億9,775万1千円
（5.2％）

2億2,650万円
（5.9％）

2,092万6千円
（0.6％）

4億4,500万円
（11.6％）

1億8,683万8千円
（4.9％）

6,728万円
（1.8％）

議会費

総務費

民生費

衛生費
労働費

農林水産業費
商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

1億6,964万8千円
（4.6％）

1億4,544万9千円
（4.0％）

3億4,779万6千円
（9.4％）

4億694万9千円
（11.0％）

6億7,298万2千円
（18.2％）

5億6,545万8千円
（15.3％）

2億5,978万2千円
（7.0％）

561万4千円
（0.2％）

2億9,036万2千円
（7.9％）

1億937万2千円
（3.0％）

6億4,807万9千円
（17.6％）
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　平成30年度決算が9月定例議会で承認されましたので、お知らせします。
　一般会計の形式収支は1億3,333万8千円となり、令和元年度に繰り越すべき財源7,093万円を差し引きし
た実質収支は6,240万8千円の黒字となりました。地方交付税は歳入の52.7％を占める20億1,426万6千円と
なっており、地方交付税に頼らざるを得ない状況にあるため、今後も堅実な財政運営が必要です。

～お伝えします！数字でみる昨年度の大蔵村～

平成 30 年度の 決算 を 報告 します！

一般会計 歳入
　平成30年度の歳入総額は、平成29年度に比
べ7億7,135万6千円の減となりました。
　
　歳入の約半分を占める地方交付税のうち、普
通交付税は3,969万2千円の減となりました
が、特別交付税は災害等の特殊需要の増加に
より7,298万8千円の増となったため、対前年
比3,321万6千円の増となりました。地方債は、
農産物加工施設建設事業などの大規模事業が
平成29年度で完了したため、5億960万円の大
幅減となりました。また、ふるさと納税が1億
3,419万3千円の減となりました。

歳入合計 38億2,210万9千円

歳出の経費区分
　義務的経費が平成29年度に比べ10.3％の減
となりました。これは平成29年度に銀行から
の借入の一部を繰上償還したことによるもので
す。投資的経費においては、平成29年度で農
産物加工施設建設事業や村道合海大坪線道路改
良事業の移転補償などの大規模事業が完了した
ため、41.8％の減となりました。その他の経
費はふるさと納税額の減により基金への積立金
が38.5％の減となったほか、銅山川水力発電
事業出資金の皆減により投資及び出資金・貸付
金が69.6％の減となりました。

（単位：千円，％）

区　　　分 30年度決算額 29年度決算額 増減率

義 務 的 経 費 1,294,040 1,442,532 △10.3

人件費 606,469 597,511 1.5

扶助費 280,622 303,656 △7.6

公債費 406,949 541,365 △24.8

投 資 的 経 費 665,837 1,144,042 △41.8

普通建設事業 511,907 1,013,160 △49.5

災害復旧事業 153,930 130,882 17.6

その他の経費 1,728,894 1,885,746 △8.3

物件費 560,904 556,035 0.9

補助費等 417,181 389,533 7.1

積立金 114,848 186,737 △38.5

繰出金 380,911 406,401 △6.3

維持補修費 230,050 264,840 △13.1

投資及び出資金・貸付金 25,000 82,200 △69.6

合　　　計 3,688,771 4,472,320 △17.5

一般会計 歳出
　平成30年度の歳出総額は、平成29年度に比
べ7億8,354万9千円の減となりました。
　
　総務費ではふるさと大蔵村応援基金積立金
１億3,519万7千円の減により1億640万1千円
の減となりました。農林水産業費においては、
農産物加工施設建設事業の完了により、３億
7,127万3千円の減となりました。土木費にお
いては、降雪量が少なかったことなどから道路
除排雪業務委託料の減、村道合海大坪線道路改
良事業の移転補償等の終了により、1億3,612
万7千円の減となりました。

歳出合計 36億8,877万1千円

一般会計地方債の推移
　各年度の地方債の推移です。平成30年度発
行額は平成29年度の大規模事業完了により減
少しています。平成29年度は繰上償還を実施
したため、元金償還額は増加していますが、平
成30年度においては例年ベースの推移となり
ました。

（単位：千円）

年度 発行額 元金償還額 年度末現在⾼

平成26年度 391,900 302,313 3,840,334

平成27年度 432,100 335,442 3,936,992

平成28年度 409,900 384,285 3,962,607

平成29年度 954,600 518,835 4,398,372

平成30年度 445,000 389,397 4,453,975
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特別会計
　特別会計は一般会計と区別し、特定の収入と
支出で経理を行う会計です。

（単位：千円）

特別会計の名称 歳入総額 歳出総額

国民健康保険 490,464 471,347

簡易水道事業 201,768 200,726

特定環境保全公共下水道事業 173,909 173,288

へき地診療所 218,153 211,158

介護保険 458,946 453,305

浄化槽整備事業 25,278 25,039

後期⾼齢者医療 35,110 35,038

団地造成事業 38,401 38,397

合　　　計 1,642,029 1,608,298
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基金の現在⾼
　平成30年度末の基金残⾼は平成29年度に比
べ2,171万7千円の減となっています。財政調
整基金とは、年度間の財源の不均衡を調整する
ために積み立てている基金です。

（単位：千円）
基⾦の名称 平成30年度末 平成29年度末

財政調整基金 787,531 787,468
減債基金 320,284 269,761
ふるさと創生振興基金 80,000 80,000
地域福祉基金 128,878 128,878
地域振興基金 17,347 17,345
ふるさと活性化事業基金 113,509 123,262
公共施設等整備振興基金 1,361,219 1,318,099
ふるさと農村地域活性化基金 22,227 22,225
ふるさと大蔵村応援基金 0 156,134
国分⾠夫教育振興基金 62,234 62,228
国分忠之助教育振興基金 33,552 33,549
後藤榮教育振興基金 36,983 36,980
再生可能エネルギー導入促進事業基金 100,258 100,080
株式会社カドワキ教育振興基金 6,304 6,304
畜産業振興家畜導入事業基金 10,013 10,012
土地開発基金 68,604 68,601
国民健康保険基金 83,763 43,497
介護保険介護給付基金 18,561 8,561

合　　　計 3,251,267 3,272,984

活性化施設の決算
肘折いでゆ館/カルデラ温泉館 （単位：円）

１ 収入の部 61,309,932
◦いでゆ館売上⾼ 8,193,256
◦カルデラ温泉館売上⾼ 6,987,575
◦受託管理収入 23,000,000
◦その他（食堂売上ほか） 23,129,101
２ 支出の部 67,091,728
◦人件費 32,963,402
◦売上原価 8,972,912
◦水道光熱費 10,942,949
◦施設管理費 1,990,100
◦その他 12,222,365
３ 決算額（経常損失） △5,781,796

健全化判断比率等
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」
により、毎年度実質的な赤字や将来負担などに
かかる指標と特別会計ごとの資金不足比率を議
会に報告し、公表することとされています。
　財政状況を統一的な指標で明らかにすること
で、財政危機の早期発見と健全化を促すため、
村の財政状況をお知らせします。
　村の財政についてはきわめて健全という結果
になっています。

■健全化判断比率  （単位：％）
実質赤字
比　　率

連結実質
赤字比率

実質公債
費 比 率

将来負担
比　　率

大蔵村（前年度） ー（ー） ー（ー） 8.1（8.2） ー（ー）
早期健全化基準 15.0 20.0 25.0 350.0
財政再生基準 20.0 30.0 35.0
※ 「−」は実質赤字比率や連結実質赤字比率がないこと、

将来負担比率がマイナスであることを表しています。

（1） 実質赤字比率
　一般会計等に生じている赤字の大きさを財政
規模に対する割合で表しています。実質収支は
黒字で、赤字は生じておらず、安心できる状況
です。

（2） 連結実質赤字比率
　全会計に生じている赤字の大きさを財政規模
に対する割合で表しています。赤字はなく、安
心できる状況です。

（3） 実質公債費比率
　借入金の返済額の大きさを財政規模に対する
割合で表しています。

（4） 将来負担比率
　借入金など現在抱えている負債の大きさを財
政規模に対する割合で表しています。

■資⾦不足比率
　特別会計ごとの資金の不足額が事業規模に対
してどの程度あるかを表しています。大蔵村で
は全ての特別会計で資金不足はなく、財政の健
全性を保っています。

特別会計の名称 資⾦不足比率 経営健全化基準
簡易水道事業（前年度）  ー（ー）

20.0%
特定環境保全公共下水道事業（前年度）  ー（ー）
浄化槽整備事業（前年度）  ー（ー）
団地造成事業（前年度）  ー（ー）
※すべての会計で資金不足比率がないため、「−（該当

なし）」で表示しています。

新庄・もがみフラワーフェスティバルで中島貢さんが優秀賞を受賞
　９月14日（土）に開催された新庄・もがみフラワー
フェスティバル2019で中島貢さん（豊牧）が出展した
りんどうが優秀賞にあたる「世田谷花き社長賞」と特
別賞「大蔵村長賞」を受賞しました。中島さんは妻良
子さんと二人三脚で村内の高地80アールでりんどう
を栽培しています。中島さんは「天候に悩まされ、例年
になく苦労した年でした。苦労した分、受賞のうれし
さもひとしおです」と受賞の喜びを話してくれました。

VILLAGE NEWS

◀（左）中島貢さん（右）優秀賞を受賞したホワイトハイジという品種

　これまで直轄地すべり防止工事では、みなさまの
ご協力をいただきながら事業に取り組んできました。
工事全体計画の見直しが実施され、事業を令和6年
度まで延長することになりました。事業地はこれま
でと同様の約328ヘクタールで、地すべりを抑制す
る落とし込みボーリングや末端部の施工、古水川の
荒廃対策など地域の安全・安心のために取り組んで
いきます。各工事の状況は次のとおりです。

▍南山地区蕨野　土
ど

留
ど め

工等
　平成28年8月の台風の影響で南山の蕨野地内、国
道458号沿いで山腹崩壊が発生しました。平成30
年度は山腹崩壊した部分を復旧しましたが、今年度
は土砂が道路に流失しないよう「土留工」を実施し
ています。

▍落とし込みボーリング
　排水トンネルは昨
年度完成し、地すべ
りエリアの外へ地下
水を安定して排水す
ることができるよう
になりました。地下
水を排水トンネルへ

　約一万年前の噴火によりできた肘折カルデラと周辺に厚く堆積した「シラス層」。その地層は脆
ぜいじゃく

弱ゆ
えに地すべり災害が頻発してきました。私たちの生活を守るために行われている大規模な地すべり防止
事業についてお伝えします。

誘導する落とし込みボーリングは全体計画の約８割
を完了しており、今年度も引き続き施工していきま
す。落とし込みボーリングにより地下水はトンネル
に集まり排水されますが、排水口では1分あたり約
4,000リットルもの水量が確認されており、このこ
とからも地下水が非常に多いことがわかります。

▍古水川の工事について
　古水川では近年の豪雨などにより渓岸崩壊や土砂
堆積が発生し、下流へ影響を与えていいます。平成
28年度には蔦

つ た

郷
ご う

橋付近で川岸の保護のため「護岸
工」を実施しました
が、今年度は蔦郷橋
の下流側で土砂の流
出を防ぐための「谷
止工」を実施してい
ます。

　工事にかかる土地の使用など地域のみなさまにご
協力いただきありがとうございます。今後も地域の
安全・安心のために取り組んでいきます。

 問合せ   山形森林管理署最上支署（治山グループ）
0233-62-2122

銅山川地区地すべり防止事業　山形森林管理署最上支署だより

「地域の安全・安心をいつまでも」


